




臨床的に診断した心内膜線維弾性症 15 例について初診時より現在に至るまで

の経過と治療上の問題を検討した。

診断根拠はレ線上の明かな心拡大,心電図上,左胸壁誘導で明かな R波の増高と

T 波の逆転などを伴う左室肥大所見,および心不全などの一般的な診断基準に

もとづいた。

死亡した 3例中 2例は剖検の機会を得て病理組織学的に診断を確定した。


